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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　模擬血管と、前記模擬血管内に配置される導体と、前記模擬血管の周囲を被覆して生体

組織を模擬した模擬生体組織とを有する被穿刺部と、

　前記模擬生体組織を貫通して前記模擬血管内に穿刺される導電性の穿刺針と、

　前記穿刺針と、前記模擬血管内の導体との導通を検知する検知部と

を備えるとともに、

　前記検知部における検知に基づき開閉される弁を備え、前記弁が開放されることにより

、前記模擬血管内に、血液を模擬した模擬血液が流れ、前記弁が閉鎖されることにより、

前記模擬血液の流れが停止する、

穿刺トレーニングシミュレータ。

【請求項２】

　前記穿刺針が前記模擬血管を貫通した場合に前記穿刺針の貫通部分が接触する位置に、

接地された第２の導体を有する、請求項１に記載の穿刺トレーニングシミュレータ。

【請求項３】

　前記検知部における検知に基づき発光又は消光する発光素子を備える、請求項１又は２

に記載の穿刺トレーニングシミュレータ。

【請求項４】

　請求項１から３までのいずれかに記載の穿刺トレーニングシミュレータと、前記穿刺ト

レーニングシミュレータにおける弁の下流側に接続された血液回路と、前記血液回路と接
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続 さ れ た ダ イ ア ラ イ ザ と を 備 え る 、 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ 及 び 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ に 関 し 、 特 に 人 工

透 析 の 操 作 技 術 の 習 得 に 好 適 に 用 い る こ と の で き る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ と こ れ

を 用 い た 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 穿 刺 と い う 行 為 は 医 療 を 行 う 上 で 患 者 に 対 し て 身 近 な 侵 襲 行 為 で あ る 。 こ の よ う な 負 担

を 軽 減 す る に は 操 作 者 の 穿 刺 の ス キ ル 向 上 が 必 要 で あ る 。

　 そ こ で 、 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ を 行 う た め の 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ 用 モ デ ル が 種 々 提 案 さ れ て い

る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ９ な ど 参 照 ） 。

　 し か し 、 こ れ ら の 従 来 技 術 は 、 生 体 組 織 の 質 感 や 血 管 の 動 き な ど を 模 倣 し た 材 料 や 構 造

を 採 用 す る な ど 、 主 と し て 穿 刺 の 感 覚 を リ ア ル に 再 現 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ り 、

穿 刺 の 成 否 を 直 感 的 に 判 断 し た り 、 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ を 他 の ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム と 連 動

さ せ た り す る こ と は 意 図 さ れ て い な い 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 他 方 、 実 際 の 医 療 現 場 に よ り 近 い 状 況 を 再 現 し て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 効 果 を よ り 高 め た

従 来 技 術 と し て 、 透 析 用 穿 刺 シ ミ ュ レ ー タ （ 特 許 文 献 １ ０ 参 照 ） や 看 護 シ ミ ュ レ ー タ （ 特

許 文 献 １ １ 参 照 ） も 提 案 さ れ て い る 。

　 特 許 文 献 １ ０ の 透 析 用 穿 刺 シ ミ ュ レ ー タ で は 、 脈 動 の 確 認 、 頸 部 や 鼠 蹊 部 に 対 す る 穿 刺

ト レ ー ニ ン グ 、 血 圧 測 定 、 患 者 の 体 重 低 下 、 患 者 の 姿 勢 を 変 え る こ と な ど の 再 現 を 可 能 と

す る た め 、 疑 似 血 液 を 脈 動 す る よ う に 流 し た り 、 全 身 模 型 に 関 節 部 位 を 設 け た り 、 疑 似 血

液 貯 留 タ ン ク を 全 身 模 型 に 内 蔵 さ せ た り 、 穿 刺 部 を 頸 部 や 鼠 蹊 部 に 設 け た り す る な ど の 手

段 が 提 案 さ れ て い る 。

　 特 許 文 献 １ １ の 看 護 シ ミ ュ レ ー タ は 、 看 護 動 作 の ト レ ー ニ ン グ に 対 し て 実 際 の 看 護 に 近

い 臨 場 感 を 継 続 し て 与 え る こ と が で き る 看 護 シ ミ ュ レ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も

の で あ る 。 処 置 評 価 部 及 び 看 護 評 価 部 か ら の 評 価 結 果 に 基 づ い て 生 成 さ れ た 表 現 動 作 デ ー

タ を 感 情 変 動 デ ー タ に 基 づ い て 変 動 さ せ て 動 作 部 を 制 御 す る よ う に す る こ と で 、 動 作 部 で

表 現 さ れ る 動 作 が パ タ ー ン 化 さ れ る こ と が な く な り 、 人 間 が そ の 時 々 の 感 情 や 状 況 に 応 じ

て 表 現 動 作 が 変 化 す る よ う に 動 作 部 を 制 御 す る こ と が 可 能 と な る と さ れ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ８ ９ ５ ２ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ３ － １ ９ ０ ５ ７ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ １ ７ ６ ３ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ２ ４ ３ ８ ６ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － ２ ０ ３ １ ５ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － １ ７ ６ ０ ７ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ７ 】 実 開 平 ６ － ４ ７ ６ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ０ ６ ３ ７ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ９ 】 特 許 第 ６ １ ７ ２ ３ ７ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ ０ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ９ ８ ９ ３ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 １ １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ ４ ２ ３ ３ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ ０ の 技 術 で は 、 医 療 現 場 に 近 い 状 況 を 再 現 す る た め に 種 々 の 方 法 が 提 案 さ れ
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て い る が 、 そ れ ら の 状 況 の 再 現 は 穿 刺 行 為 と 直 接 関 連 づ け ら れ て い る わ け で は な く 、 穿 刺

ト レ ー ニ ン グ を 他 の ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム と 連 動 さ せ る こ と ま で は 意 図 さ れ て い な い 。

　 特 許 文 献 １ １ の 技 術 で は 、 具 体 的 な 実 施 形 態 と し て 、 穿 刺 深 さ を 検 知 し 、 そ の 検 知 信 号

に 基 づ い て 、 処 置 評 価 を 行 い 、 動 作 部 を 制 御 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 穿 刺

深 さ と 患 者 の 感 情 表 現 の 再 現 が 関 連 づ け ら れ て い る に 過 ぎ な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 穿 刺 の 成 否 を 直 感 的 に 判 断 し た り 、 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ を 他 の ト レ ー

ニ ン グ シ ス テ ム と 連 動 さ せ た り す る こ と の で き る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ 及 び 当 該

穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ を 用 い た 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す

る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 構 成 を 備 え る 。

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ は 、 模 擬 血 管 と 、 前 記 模 擬 血 管 内 に

配 置 さ れ る 導 体 と 、 前 記 模 擬 血 管 の 周 囲 を 被 覆 し て 生 体 組 織 を 模 擬 し た 模 擬 生 体 組 織 と を

有 す る 被 穿 刺 部 と 、 前 記 模 擬 生 体 組 織 を 貫 通 し て 前 記 模 擬 血 管 内 に 穿 刺 さ れ る 導 電 性 の 穿

刺 針 と 、 前 記 穿 刺 針 と 、 前 記 模 擬 血 管 内 の 導 体 と の 導 通 を 検 知 す る 検 知 部 と を 備 え る と と

も に 、 前 記 検 知 部 に お け る 検 知 に 基 づ き 開 閉 さ れ る 弁 を 備 え 、 前 記 弁 が 開 放 さ れ る こ と に

よ り 、 前 記 模 擬 血 管 内 に 、 血 液 を 模 擬 し た 模 擬 血 液 が 流 れ 、 前 記 弁 が 閉 鎖 さ れ る こ と に よ

り 、 前 記 模 擬 血 液 の 流 れ が 停 止 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ は 、 前 記 検 知 部 に お け る 検 知 に 基 づ き 開 閉 さ れ る 弁 を 備

え 、 前 記 弁 が 開 放 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 模 擬 血 管 内 に 、 血 液 を 模 擬 し た 模 擬 血 液 が 流 れ

、 前 記 弁 が 閉 鎖 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 模 擬 血 液 の 流 れ が 停 止 す る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ

ュ レ ー タ を 用 い て 、 前 記 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ に お け る 弁 の 下 流 側 に 接 続 さ れ た

血 液 回 路 と 、 前 記 血 液 回 路 と 接 続 さ れ た ダ イ ア ラ イ ザ と を 備 え る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 穿 刺 針 と 模 擬 血 管 内 の 導 体 と の 接 触 を 電 気 的 に 検 出 す る こ と が で き る

。 こ れ に よ り 、 穿 刺 針 と 模 擬 血 管 内 の 導 体 と の 接 触 を ス イ ッ チ と し て 利 用 す る こ と が で き

、 他 の ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム と 電 気 的 に 連 動 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 例 え ば 、 穿 刺 が 成 功 し た 場 合 に 、 穿 刺 針 と 模 擬 血 管 内 の 導 体 と の 通 電 に よ り Ｌ Ｅ Ｄ を 点

灯 さ せ た り 、 電 磁 弁 を 開 放 さ せ て 模 擬 血 液 を 流 し た り す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 穿

刺 の 成 功 が 直 感 的 に 分 か り 、 か つ 、 透 析 操 作 に 必 要 な 次 の 操 作 の 訓 練 に ス ム ー ズ に 移 る こ

と が で き る 。 逆 に 、 穿 刺 が 失 敗 し た 時 に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ が 点 灯 せ ず 、 模 擬 血 液 が 流 れ な い の で

、 直 感 的 に 失 敗 と 分 か る 。

　 ま た 、 例 え ば 、 穿 刺 後 の 抜 針 や 模 擬 血 管 の 貫 通 と い っ た ア ク シ デ ン ト が 生 じ た 場 合 に は

、 Ｌ Ｅ Ｄ が 消 灯 し 、 電 磁 弁 が 閉 鎖 す る 。 電 磁 弁 の 閉 鎖 に よ り 模 擬 血 液 の 流 れ が 止 ま る と 、

穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ に 接 続 さ れ た 透 析 装 置 に お い て 、 「 静 脈 圧 低 下 （ 脱 血 不 良

） 」 と 判 断 し て 、 警 報 を 鳴 ら す な ど の 連 動 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の よ う に 、 穿 刺 の 成 功 ・ 失 敗 、 ア ク シ デ ン ト が 直 感 的 に 分 か る だ け で な く 、 透 析 装 置

な ど の 他 の 装 置 と 連 動 さ せ て 、 一 連 の 操 作 と し て ト レ ー ニ ン グ を 行 な う こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ の 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ に お け る 電 気 回 路 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ の 拡 大 断 面 図 （ 適 切 な
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穿 刺 状 態 ） で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ の 拡 大 断 面 図 （ 深 く 穿

刺 し 過 ぎ た 状 態 ） で あ る 。

【 図 ６ 】 人 工 透 析 に お け る ト ラ ブ ル 発 生 時 （ 動 脈 圧 低 下 ） の 対 処 フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 人 工 透 析 に お け る ト ラ ブ ル 発 生 時 （ 静 脈 圧 低 下 ） の 対 処 フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 人 工 透 析 に お け る ト ラ ブ ル 発 生 時 （ 動 脈 圧 上 昇 ） の 対 処 フ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ 及 び 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ に つ い て

、 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 説 す る が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ ら の 説 明 に 拘 束 さ れ る こ と は な く 、

以 下 の 例 示 以 外 に つ い て も 、 本 発 明 の 趣 旨 を 損 な わ な い 範 囲 で 適 宜 変 更 実 施 し 得 る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ １ ０ を 用 い た 人 工 透

析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ の 概 略 図 で あ る 。

　 図 ２ は 、 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ １ ０ の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 電 気 回 路

の 詳 細 は 、 図 ３ に 示 し た 。

　 な お 、 図 １ か ら 分 か る よ う に 、 模 擬 血 管 １ １ １ は 、 脱 血 用 と 、 返 血 用 の ２ 本 あ り 、 そ れ

ぞ れ に 穿 刺 針 １ ２ が 穿 刺 さ れ る 。 脱 血 用 と 、 返 血 用 と で 関 連 す る 部 材 を 区 別 す る 必 要 が あ

る と き は 、 符 号 に 「 ａ 」 （ 脱 血 用 ） 、 「 ｂ 」 （ 返 血 用 ） の 文 字 を 付 加 し て 、 両 者 を 区 別 す

る こ と と す る 。 特 に 区 別 し て い な い 時 は 、 両 者 に 共 通 の 説 明 で あ る と い う こ と で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ２ ， ３ に 示 す よ う に 、 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ １ ０ は 、 被 穿 刺 部 １ １ と 穿 刺 針

１ ２ と 検 知 部 １ ３ と を 備 え る 。

　 被 穿 刺 部 １ １ は 、 模 擬 血 管 １ １ １ と 、 模 擬 血 管 １ １ １ 内 に 配 置 さ れ る 第 １ の 導 体 １ １ ２

と 、 模 擬 血 管 １ １ １ の 周 囲 を 被 覆 し て 生 体 組 織 を 模 擬 し た 模 擬 生 体 組 織 １ １ ３ と を 有 す る

。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 模 擬 血 管 １ １ １ は 、 血 管 を 模 擬 し た 管 状 を 呈 し て い る 。 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ 用 に 従 来 用 い

ら れ て い た も の と 同 様 の も の を 用 い る こ と が で き る 。

　 模 擬 血 管 １ １ １ の 材 料 に つ い て も 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ 用 に

従 来 用 い ら れ て い た も の を 用 い る こ と が で き る 。 で き る だ け 血 管 に 近 似 し た 弾 力 性 を も た

ら す も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。

　 例 え ば 、 軟 質 樹 脂 、 エ ラ ス ト マ ー な ど を 用 い る こ と が で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば

、 シ リ コ ー ン 樹 脂 、 シ リ コ ー ン ゴ ム や 、 ス チ レ ン 系 、 エ ス テ ル 系 、 ア ミ ド 系 、 ウ レ タ ン 系

な ど の 各 種 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 模 擬 血 管 １ １ １ は 、 そ の 製 造 に 際 し 、 材 料 と し て 顔 料 を 配 合 す る こ と に よ り 所 望 の 色 を

付 与 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 模 擬 血 管 １ １ １ は 、 ま た 、 そ の 製 造 に 際 し 、 可 塑 剤 を 配 合 す る こ と に よ り 、 硬 度 を 調 整

す る こ と も で き る 。

　 可 塑 剤 と し て は 、 特 に 限 定 す る わ け で は な い が 、 ゴ ム や 樹 脂 用 の 可 塑 剤 と し て 従 来 公 知

の も の を 使 用 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 パ ラ フ ィ ン 系 鉱 物 油 、 ナ フ テ ン 系 鉱 物 油 、 芳 香 族

系 鉱 物 油 な ど の 鉱 物 油 系 、 ひ ま し 油 、 綿 実 油 、 亜 麻 仁 油 、 菜 種 油 、 大 豆 油 、 パ ー ム 油 、 椰

子 油 、 落 花 生 油 、 木 蝋 、 パ イ ン オ イ ル 、 オ リ ー ブ 油 な ど の 植 物 油 系 、 ポ リ ブ テ ン 、 水 添 ポ

リ ブ テ ン 、 ポ リ α オ レ フ ィ ン 等 な ど の 合 成 油 系 な ど が 挙 げ ら れ る 。 樹 脂 や エ ラ ス ト マ ー と

の 相 溶 性 等 を 考 慮 し て 適 宜 決 定 す れ ば 良 い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 模 擬 血 管 １ １ １ の 硬 度 は 、 リ ア ル 感 向 上 の 観 点 か ら 、 例 え ば 、 Ａ 硬 度 ５ ０ 以 下 と す る こ

と が 好 ま し く 、 Ｃ 硬 度 ５ ～ ３ ０ と す る こ と が よ り 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】

　 模 擬 血 管 １ １ １ の 厚 み や 直 径 は 、 実 際 の 血 管 と 同 程 度 の 厚 み と す れ ば 良 く 、 ト レ ー ニ ン

グ の 目 的 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば 良 い 。 例 え ば 、 厚 み は ０ ． ５ ～ １ ｍ ｍ 程 度 、 直 径 は ３

～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。

　 人 の 血 管 に お い て 、 動 脈 と 静 脈 と で は 、 以 下 の と お り 、 血 管 の 太 さ や 血 管 壁 の 厚 み に 差

が あ る こ と か ら 、 い ず れ を 想 定 す る か に 応 じ て 、 模 擬 血 管 の 直 径 や 厚 み を 適 宜 決 定 す れ ば

良 い 。

　 静 脈 ：

　 ・ 血 管 の 太 さ ： ５ ～ １ ０ ｍ ｍ

　 ・ 血 管 壁 ： ０ ． ５ ｍ ｍ

　 動 脈 ：

　 ・ 血 管 の 太 さ ： ３ ～ ５ ｍ ｍ

　 ・ 血 管 壁 ： １ ｍ ｍ

【 ０ ０ ２ １ 】

　 模 擬 血 管 １ １ １ 内 に は 、 第 １ の 導 体 １ １ ２ と し て 、 針 金 が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 第 １ の

導 体 １ １ ２ （ 針 金 ） は 、 後 述 す る よ う に 、 電 気 回 路 と 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 模 擬 生 体 組 織 １ １ ３ は 、 生 体 組 織 を 模 擬 し た も の で あ り 、 模 擬 血 管 １ １ １ の 周 囲 を 被 覆

し て い る 。

　 模 擬 生 体 組 織 １ １ ３ の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 軟 質 樹 脂 、 エ ラ ス ト マ ー な ど を 用 い る こ

と が で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 、 シ リ コ ー ン ゴ ム や 、 ス チ レ ン 系

、 エ ス テ ル 系 、 ア ミ ド 系 、 ウ レ タ ン 系 な ど の 各 種 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー な ど が 挙 げ ら れ る

。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 穿 刺 針 １ ２ は 、 導 電 性 の 材 料 か ら な り 、 模 擬 生 体 組 織 １ １ ３ を 貫 通 し て 模 擬 血 管 １ １ １

内 に 穿 刺 さ れ る 。

　 穿 刺 針 １ ２ に は 、 後 述 す る よ う に 、 電 気 回 路 と 接 続 で き る よ う に 針 金 １ ２ １ が 接 続 さ れ

て い る 。

　 穿 刺 針 １ ２ は 、 注 射 器 本 体 １ ２ ２ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 注 射 器 本 体 １ ２ ２ は 、 動

脈 側 血 液 回 路 ２ ２ や 静 脈 側 血 液 回 路 ２ ７ と 接 続 さ れ て い る （ 図 １ 参 照 。 ） 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ３ は 、 被 穿 刺 部 １ １ に お け る 穿 刺 針 １ ２ 、 第 １ の 導 体 １ １ ２ 、 第 ２ の 導 体 １ １ ４ 、 電

磁 弁 １ ３ ２ の 電 気 的 接 続 に つ い て 記 述 し た 電 気 回 路 図 で あ る 。

　 符 号 ｘ で 表 さ れ る 部 分 は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 穿 刺 針 １ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 同 様

に 、 符 号 ｙ で 表 さ れ る 部 分 は 、 第 １ の 導 体 １ １ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 符 号 ｚ で 表 さ れ る 部

分 は 、 第 ２ の 導 体 １ １ ４ と 接 続 さ れ て い る 。

　 検 知 部 １ ３ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ １ と 電 磁 弁 １ ３ ２ を 備 え る 。

　 Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ １ は 、 電 流 が 流 れ て い る 状 態 で は 発 光 し 、 電 流 が 流 れ て い な い 状 態 で は 発 光

し な い 。

　 電 磁 弁 １ ３ ２ は 、 電 流 が 流 れ て い る 状 態 で は 弁 が 開 き 、 電 流 が 流 れ て い な い 状 態 で は 弁

が 閉 じ る 。

　 な お 、 符 号 １ ３ ３ は 抵 抗 を 表 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 穿 刺 状 態 と 電 気 回 路 図 と の 関 係 に つ い て 説 明 す る た め 、 さ ら に 、 図 ４ ， ５ を 参 照 す る 。

　 図 ４ に 示 す 状 態 で は 、 穿 刺 針 １ ２ が 模 擬 生 体 組 織 １ １ ３ を 貫 通 し 、 模 擬 血 管 １ １ １ 内 の

第 １ の 導 体 １ １ ２ に 接 触 し て い る 。

　 こ の 場 合 、 図 ３ の 回 路 図 か ら 分 か る よ う に 、 穿 刺 針 １ ２ と 第 １ の 導 体 １ １ ２ が 導 通 し て

、 検 知 部 １ ３ に 電 流 が 流 れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ５ に 示 す 状 態 で は 、 穿 刺 針 １ ２ と 第 １ の 導 体 １ １ ２ の 接 触 後 、 穿 刺 針 １ ２ が さ ら に 深
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く 穿 刺 さ れ 、 模 擬 血 管 １ １ １ を 貫 通 し て い る 。 そ し て 、 そ の 貫 通 部 分 が 、 電 導 布 か ら な る

第 ２ の 導 体 １ １ ４ に 接 触 し て い る 。

　 こ の 場 合 、 図 ３ の 回 路 図 か ら 分 か る よ う に 、 穿 刺 針 １ ２ と 第 ２ の 導 体 １ １ ４ が 導 通 す る

。 第 ２ の 導 体 １ １ ４ は 、 接 地 さ れ て お り 、 穿 刺 針 １ ２ か ら 第 １ の 導 体 １ １ ２ へ の 電 気 の 流

れ よ り も 、 穿 刺 針 １ ２ と 第 ２ の 導 体 １ １ ４ へ の 電 気 の 流 れ の 方 が 、 抵 抗 が 少 な く 回 路 的 に

優 先 さ れ る 結 果 、 検 知 部 １ ３ へ の 電 流 の 流 れ は 止 ま る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 以 上 の よ う に 、 穿 刺 針 １ ２ と 第 １ の 導 体 １ １ ２ と の 接 触 の 有 無 、 穿 刺 針 １ ２ と 第 ２ の 導

体 １ １ ４ と の 接 触 の 有 無 に よ っ て 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ １ の 発 光 ・ 消 光 、 電 磁 弁 １ ３ ２ の 開 閉 が 制

御 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 上 記 説 明 を 踏 ま え て 、 再 度 、 図 １ に 示 す 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ の 説 明 に 戻 る 。

　 模 擬 血 液 は 、 模 擬 血 液 バ ッ グ ２ １ か ら 模 擬 血 管 １ １ １ ａ に 流 入 す る 。 そ し て 、 そ の 流 入

は 、 電 磁 弁 １ ３ ２ ａ の 開 閉 に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 ４ ， ５ を 参 照 し て 説 明 し

た と お り 、 電 磁 弁 １ ３ ２ ａ の 開 閉 は 、 穿 刺 針 １ ２ ａ の 穿 刺 状 態 に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。

　 従 っ て 、 被 穿 刺 部 １ １ に お い て 、 穿 刺 針 １ ２ ａ が 模 擬 血 管 １ １ １ ａ 内 に 適 切 に 穿 刺 さ れ

た 状 態 で あ る と き 、 模 擬 血 液 が 模 擬 血 管 １ １ １ ａ に 流 入 し 、 穿 刺 針 １ ２ ａ に 接 続 さ れ た 動

脈 側 血 液 回 路 ２ ２ へ の 模 擬 血 液 の 脱 血 が 可 能 と な る 。 脱 血 は 、 血 液 ポ ン プ ２ ３ に よ っ て 行

わ れ 、 ダ イ ア ラ イ ザ ２ ５ へ と 模 擬 血 液 が 送 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 動 脈 側 血 液 回 路 ２ ２ に は 、 ダ イ ア ラ イ ザ ２ ５ の 前 に 動 脈 チ ャ ン バ ２ ４ が 配 置 さ れ て い る

。

　 動 脈 チ ャ ン バ ２ ４ で は 、 空 気 の 混 入 を 防 い だ り 、 血 栓 を 取 り 除 い た り 、 圧 力 測 定 が 行 わ

れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 に 、 ダ イ ア ラ イ ザ ２ ５ で は 、 透 析 膜 を 通 じ て 、 血 液 中 の 老 廃 物 や 余 分 な 水 分 が 透 析 液

側 へ 移 さ れ る こ と に よ り 、 血 液 が 浄 化 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ダ イ ア ラ イ ザ ２ ５ で 浄 化 さ れ た 血 液 は 、 ダ イ ア ラ イ ザ ２ ５ に 接 続 さ れ た 静 脈 側 血 液 回 路

２ ７ へ と 流 れ る 。

　 静 脈 側 血 液 回 路 ２ ７ に も 、 静 脈 チ ャ ン バ ２ ６ が 配 置 さ れ 、 空 気 の 混 入 を 防 い だ り 、 血 栓

を 取 り 除 い た り 、 圧 力 測 定 が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 静 脈 側 血 液 回 路 ２ ７ の 下 流 側 は 、 返 血 用 の 穿 刺 針 １ ２ ｂ と 接 続 さ れ て い る 。

　 従 っ て 、 模 擬 血 液 は 、 静 脈 側 血 液 回 路 ２ ７ か ら 模 擬 血 管 １ １ １ ｂ に 流 入 し 、 最 終 的 に は

、 模 擬 血 管 １ １ １ ｂ か ら 模 擬 血 液 バ ッ グ ２ １ に 返 血 さ れ る 。 そ し て 、 模 擬 血 管 １ １ １ ｂ か

ら 模 擬 血 液 バ ッ グ ２ １ へ の 返 血 は 、 電 磁 弁 １ ３ ２ ｂ の 開 閉 に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。 さ ら

に 、 図 ４ ， ５ を 参 照 し て 説 明 し た と お り 、 電 磁 弁 １ ３ ２ ｂ の 開 閉 は 、 穿 刺 針 １ ２ ｂ の 穿 刺

状 態 に よ っ て 制 御 さ れ て い る 。

　 従 っ て 、 返 血 用 の 穿 刺 針 １ ２ ｂ が 模 擬 血 管 １ １ １ ｂ 内 に 適 切 に 穿 刺 さ れ た 状 態 で あ る と

き 、 返 血 が 適 切 に 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 上 が 、 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ の 全 体 構 造 で あ る 。

　 続 い て 、 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ を 用 い る こ と で 、 ト ラ ブ ル や エ ラ ー が 再 現 で き る こ

と を 、 い く つ か の 例 を 示 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 穿 刺 に お け る ミ ス や ト ラ ブ ル と し て は 、 穿 刺 針 が 血 管 内 に 十 分 に 穿 刺 さ れ て い な い 、 穿

刺 針 が 血 管 を 突 き 抜 け て い る 、 穿 刺 針 が 透 析 中 に 抜 け る 、 穿 刺 針 が 閉 塞 す る な ど の 状 況 が

想 定 さ れ る 。 こ れ ら は 、 脱 血 用 の 穿 刺 針 （ 以 下 、 「 脱 血 針 」 と も い う ） 、 返 血 用 の 穿 刺 針

（ 以 下 、 「 返 血 針 」 と も い う ） の い ず れ で も 起 こ り 得 る 。
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　 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で は 、 以 下 の よ う に 、 上 記 の 状 況 を 再 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

（ １ ） 脱 血 針 が 血 管 内 に 十 分 に 穿 刺 さ れ て い な い 場 合

（ １ － １ ） 実 際 の 現 場 で 起 こ る こ と

　 脱 血 針 か ら 血 液 を 体 外 へ 送 る こ と が で き な い 、 す な わ ち 、 脱 血 が 不 能 で あ る 。

（ １ － ２ ） 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で 起 こ る こ と

　 脱 血 針 １ ２ ａ が 模 擬 血 管 １ １ １ ａ 内 の 第 １ の 導 体 １ １ ２ と 接 触 し て お ら ず （ 図 ２ の 状 態

） 、 電 磁 弁 １ ３ ２ ａ が 閉 じ た 状 態 の ま ま と な る の で 、 擬 似 血 液 バ ッ グ ２ １ か ら 模 擬 血 液 が

被 穿 刺 部 １ １ ま で 供 給 さ れ ず 、 脱 血 が 不 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

（ ２ ） 脱 血 針 が 血 管 を 突 き 抜 け た 場 合

（ ２ － １ ） 実 際 の 現 場 で 起 こ る こ と

　 脱 血 針 か ら 血 液 を 体 外 へ 送 る こ と が で き な い 、 す な わ ち 、 脱 血 が 不 能 で あ る 。

（ ２ － ２ ） 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で 起 こ る こ と

　 脱 血 針 １ ２ ａ が 模 擬 血 管 １ １ １ ａ を 貫 通 し て 第 ２ の 導 体 １ １ ２ と 接 触 し （ 図 ５ の 状 態 ）

、 電 磁 弁 １ ３ ２ ａ が 閉 じ た 状 態 の ま ま と な る の で 、 擬 似 血 液 バ ッ グ ２ １ か ら 模 擬 血 液 が 被

穿 刺 部 １ １ ま で 供 給 さ れ ず 、 脱 血 が 不 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

（ ３ ） 返 血 針 が 血 管 内 に 十 分 に 穿 刺 さ れ て い な い 場 合

（ ３ － １ ） 実 際 の 現 場 で 起 こ る こ と

　 血 液 が 人 体 へ 返 血 さ れ な い 結 果 、 静 脈 圧 が 上 昇 す る 。

（ ３ － ２ ） 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で 起 こ る こ と

　 返 血 針 １ ２ ｂ が 模 擬 血 管 １ １ １ ｂ 内 の 第 １ の 導 体 １ １ ２ と 接 触 し て お ら ず （ 図 ２ の 状 態

） 、 電 磁 弁 １ ３ ２ ｂ が 閉 じ た 状 態 の ま ま と な る の で 、 擬 似 血 液 バ ッ グ ２ １ に 模 擬 血 液 が 戻

ら ず 、 静 脈 圧 が 上 昇 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

（ ４ ） 返 血 針 が 血 管 を 突 き 抜 け た 場 合

（ ４ － １ ） 実 際 の 現 場 で 起 こ る こ と

　 血 液 が 人 体 へ 返 血 さ れ な い 結 果 、 静 脈 圧 が 上 昇 す る 。

（ ４ － ２ ） 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で 起 こ る こ と

　 返 血 針 １ ２ ｂ が 模 擬 血 管 １ １ １ ｂ を 貫 通 し て 第 ２ の 導 体 １ １ ２ と 接 触 し （ 図 ５ の 状 態 ）

、 電 磁 弁 １ ３ ２ ｂ が 閉 じ た 状 態 の ま ま と な る の で 、 擬 似 血 液 バ ッ グ ２ １ に 模 擬 血 液 が 戻 ら

ず 、 静 脈 圧 が 上 昇 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

（ ５ ） 脱 血 針 が 血 管 か ら 抜 け た 場 合

（ ５ － １ ） 実 際 の 現 場 で 起 こ る こ と

　 脱 血 が 停 止 し 、 動 脈 圧 が 低 下 す る 。

（ ５ － ２ ） 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で 起 こ る こ と

　 脱 血 針 １ ２ ａ が 模 擬 血 管 １ １ １ ａ 内 の 第 １ の 導 体 １ １ ２ と 接 触 し て お ら ず （ 図 ２ の 状 態

） 、 電 磁 弁 １ ３ ２ ａ が 閉 じ た 状 態 と な る の で 、 擬 似 血 液 バ ッ グ ２ １ か ら 模 擬 血 液 が 被 穿 刺

部 １ １ ま で 供 給 さ れ な く な っ て 、 脱 血 が 停 止 し 、 動 脈 圧 が 低 下 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ ６ ） 返 血 針 が 血 管 か ら 抜 け た 場 合

（ ６ － １ ） 実 際 の 現 場 で 起 こ る こ と

　 返 血 が な さ れ ず 、 血 液 が 人 体 外 へ 流 出 す る か ら 、 静 脈 圧 が 低 下 す る 。

（ ６ － ２ ） 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で 起 こ る こ と

　 返 血 が な さ れ ず 、 模 擬 血 液 が 被 穿 刺 部 １ １ の 外 へ 流 出 す る か ら 、 静 脈 圧 が 低 下 す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

（ ７ ） 脱 血 針 が 閉 塞 し た 場 合

（ ７ － １ ） 実 際 の 現 場 で 起 こ る こ と
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　 脱 血 針 か ら 体 外 へ 送 る こ と の で き る 血 液 量 が 減 少 し 、 動 脈 圧 が 低 下 す る 。

（ ７ － ２ ） 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で 起 こ る こ と

　 脱 血 針 １ ２ ａ か ら 体 外 へ 送 る こ と の で き る 模 擬 血 液 量 が 減 少 し 、 動 脈 圧 が 低 下 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

（ ８ ） 返 血 針 が 閉 塞 し た 場 合

（ ８ － １ ） 実 際 の 現 場 で 起 こ る こ と

　 返 血 さ れ る 血 液 量 が 減 少 し 、 静 脈 圧 が 増 加 す る 。

（ ８ － ２ ） 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で 起 こ る こ と

　 返 血 さ れ る 模 擬 血 液 量 が 減 少 し 、 静 脈 圧 が 増 加 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 上 の よ う に 、 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ で は 、 各 種 の ミ ス や ト ラ ブ ル を 再 現 す る こ と

が で き 、 そ れ ら の 状 況 の 再 現 が 、 穿 刺 行 為 と 直 接 関 連 付 け ら れ て い る こ と で 、 臨 場 感 の あ

る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 な お 、 Ｌ Ｅ Ｄ １ ３ １ は 、 指 導 者 が 穿 刺 の 成 否 を す ぐ に 判 断 す る た め の 手 段 と し て 用 い る

こ と を 想 定 し て い る 。 そ の た め 、 訓 練 者 か ら は 見 え な い よ う に 配 置 し て お く こ と が 望 ま し

い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ６ ～ ８ に 、 各 種 エ ラ ー に お け る 対 処 フ ロ ー を 示 す 。

　 図 ６ の 破 線 Ａ で 囲 む 部 分 、 図 ７ の 破 線 Ｂ で 囲 む 部 分 、 図 ８ の 破 線 Ｃ で 囲 む 部 分 に お い て

、 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ を 応 用 す る こ と が で き る こ と が 分 か る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 具 体 的 に は 、 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ を 用 い て 人 工 透 析 の 訓 練 を 行 う 訓 練 者 は 、 動 脈

圧 低 下 の 警 報 が 発 生 し た 時 、 警 報 を 消 音 し た の ち 、 図 ６ の 破 線 Ａ で 囲 む 部 分 に 基 づ き 、 脱

血 針 の チ ェ ッ ク を 行 う 。 脱 血 針 が 閉 塞 さ れ て い る 場 合 は フ ラ ッ シ ュ や 再 穿 刺 を 行 い 、 脱 血

針 が 抜 け て い る 場 合 は 再 穿 刺 を 行 う 。 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 他 の 原 因 を 検 討 す る こ と に な る

。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 静 脈 圧 低 下 の 警 報 が 発 生 し た 時 は 、 訓 練 者 は 、 警 報 を 消 音 し た の ち 、 図 ７ の 破 線 Ｂ で 囲

む 部 分 に 基 づ き 、 返 血 針 の チ ェ ッ ク を 行 う 。 返 血 針 が 抜 け て い る 場 合 は 再 穿 刺 を 行 う 。 そ

れ 以 外 の 場 合 は 、 他 の 原 因 を 検 討 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 静 脈 圧 上 昇 の 警 報 が 発 生 し た 時 は 、 訓 練 者 は 、 警 報 を 消 音 し た の ち 、 図 ８ の 破 線 Ｃ で 囲

む 部 分 に 基 づ き 、 返 血 針 の チ ェ ッ ク を 行 う 。 返 血 針 が 閉 塞 し て い る 場 合 は フ ラ ッ シ ュ や 再

穿 刺 を 行 う 。 そ れ 以 外 の 場 合 は 、 他 の 原 因 を 検 討 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 以 上 、 一 実 施 形 態 を 例 に し て 、 本 発 明 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 、 上 で 例 示 し た 実

施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 実 施

し 得 る 。

　 例 え ば 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 検 知 部 と し て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 及 び 電 磁 弁 を 例 示 し た が 、 Ｌ Ｅ Ｄ

以 外 の 発 光 素 子 を 用 い る こ と も で き る し 、 検 知 部 に お け る 検 知 に 基 づ き 音 を 発 す る ブ ザ ー

な ど を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 電 磁 弁 の ほ か に 電 動 弁 な ど を 用 い る こ と も で き る 。 こ

の よ う に 、 本 発 明 は 、 検 知 部 に お け る 検 知 に 基 づ き 電 気 的 に 制 御 可 能 な あ ら ゆ る 部 材 や 装

置 へ の 応 用 が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 穿 刺 針 １ ２ に 針 金 １ ２ １ を 接 続 し 、 第 １ の 導 体 １ １ ２ と し

て 針 金 を 用 い 、 第 ２ の 導 体 １ １ ４ と し て 電 導 布 を 用 い る よ う に し た 。 し か し 、 い ず れ の 部

材 も 、 導 電 性 を 有 し 、 電 気 回 路 を 構 成 し 得 る も の で あ れ ば 良 く 、 上 記 の 実 施 形 態 で 用 い た

導 体 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 な ど の 金 属 箔 や 、 金 属 板 な ど を

用 い て も 良 く 、 材 質 や 形 状 を 問 わ ず 、 導 電 性 を 有 す る 種 々 の 導 体 を 用 い る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ０ 】

１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ

１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 被 穿 刺 部

１ １ １ （ １ １ １ ａ ， １ １ １ ｂ ） 　 模 擬 血 管

１ １ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 １ の 導 体 （ 針 金 ）

１ １ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 模 擬 生 体 組 織

１ １ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 導 体 （ 電 導 布 ）

１ ２ （ １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ） 　 　 　 　 穿 刺 針

１ ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 針 金

１ ２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 注 射 器 本 体

１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 検 知 部

１ ３ １ （ １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ ） 　 Ｌ Ｅ Ｄ

１ ３ ２ （ １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ ） 　 電 磁 弁

１ ３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抵 抗

２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ

２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 模 擬 血 液 バ ッ グ

２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 動 脈 側 血 液 回 路

２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 血 液 ポ ン プ

２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 動 脈 チ ャ ン バ

２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ イ ア ラ イ ザ

２ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 静 脈 チ ャ ン バ

２ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 静 脈 側 血 液 回 路

【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 穿 刺 の 成 否 を 直 感 的 に 判 断 し た り 、 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ を 他 の ト レ ー ニ ン グ シ ス テ

ム と 連 動 さ せ た り で き る 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ 及 び 当 該 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ

レ ー タ を 用 い た 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 穿 刺 ト レ ー ニ ン グ シ ミ ュ レ ー タ １ ０ は 、 模 擬 血 管 １ １ １ ａ ， １ １ １ ｂ と 、 模

擬 血 管 内 に 配 置 さ れ る 導 体 と 、 模 擬 血 管 の 周 囲 を 被 覆 す る 模 擬 生 体 組 織 と を 有 す る 被 穿 刺

部 １ １ と 、 模 擬 生 体 組 織 を 貫 通 し て 模 擬 血 管 内 に 穿 刺 さ れ る 導 電 性 の 穿 刺 針 １ ２ ａ ， １ ２

ｂ と 、 穿 刺 針 と 導 体 と の 導 通 を 検 知 す る 検 知 部 と を 備 え る 。 人 工 透 析 シ ミ ュ レ ー タ ２ ０ は

、 検 知 部 に お け る 検 知 に 基 づ き 開 閉 さ れ る 弁 １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ を 備 え る 穿 刺 ト レ ー ニ ン

グ シ ミ ュ レ ー タ と 、 弁 の 下 流 側 に 接 続 さ れ た 血 液 回 路 ２ ２ ， ２ ７ と 、 血 液 回 路 と 接 続 さ れ

た ダ イ ア ラ イ ザ ２ ５ と を 備 え る 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｇ０９Ｂ　１／００－　９／５６

　　　　　　　Ｇ０９Ｂ１７／００－１９／２６

　　　　　　　Ｇ０９Ｂ２３／００－２９／１４

　　　　　　　Ａ６１Ｂ　５／０６－　５／２２

　　　　　　　Ａ６１Ｂ１３／００－１８／１８

　　　　　　　Ａ６１Ｄ　１／００－９９／００　

　　　　　　　Ａ６１Ｆ　２／０１

　　　　　　　Ａ６１Ｆ　２／８２－　２／９７

　　　　　　　Ａ６１Ｆ　９／００－１１／１４

　　　　　　　Ａ６１Ｍ　３／００－　９／００

　　　　　　　Ａ６１Ｍ２５／００－３１／００

　　　　　　　Ａ６１Ｍ３５／００－３６／０８

　　　　　　　Ａ６１Ｍ３７／００－９９／００

　　　　　　　Ａ６１Ｎ　７／００－　７／０２

　　　　　　　ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）
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